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合唱祭は（アンコールの夢はかなわなかっ
たが）素晴らしい結果になって本当によかっ
た。中心になってみんなを引っ張ってくれた
●●さん、●●さん、●●くん、●●くん、
●●くん、本当にありがとう。35Rの合唱祭
に対する「思い」は、「連覇」ではなくて、「今
までで最高の演奏をする」だった。そして、
それをきっちりやってのけたと思う。そうい
う君たちを担任として誇りに思う。
会場を出たあと、多くの先生方から「おし

かったですね～。３年生はどのクラスも素晴
らしく、甲乙つけがたかったけれど、優勝は
32Rか35Rのどちらかだと思ってました」と
声をかけられた。多くの先生方が、35Rの合
唱を心から素晴らしいと思って下さったの
だ。同時に、３年生全体のレベル高さをお褒
めいただけたことも、担任団の一員として本
当にうれしかった。
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しかし、それは逆に言えば、優勝の期待を
しながら演奏を聞いている身としてはドキド
キの連続で、２番目の36Rの合唱では心臓が
止まりそうな感じであった（笑）。結局、２
曲とも完成度が高かった３クラスが入賞した
と印象だが、どのクラスも１曲はかなりのレ
ベルに仕上げてきていて、さすが３年である。
32Rは、一曲目が個性的な面白い歌で、そ

の個性を生かしきった歌唱がとても魅力的だ
った。一曲目「絶望」＋二曲目「希望」とい
うテーマの組み合わせも工夫されていて、残
念だが35Rと同じレベルに達していたといっ
たところか（笑）。
●●先生に結果を伝えたら、「納得のいく

演奏ができたらそれが一番。これだけ難しい
曲をよく音楽的に仕上げられたなと感嘆して
います！」と返事をいただいた。この演奏は、
きっと君たちの記憶に刻まれたことだろう。


